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地域からつくる保健福祉のしくみ

	座　　　　長
	新　田　幸一郎
	（自治研中央推進委員・宮崎県本部）

	副 　座　 長
	石　川　俊　二
	（自治研中央推進委員・高知県本部）

	記　　　　録
	渡　辺　　　徹
	（自治研中央推進委員・秋田県本部）

	企画・運営他
	秋　野　純　一
	（自治研中央推進委員・中央本部健康福祉局次長）


17日(金)13：00～17：00　きょうさいサロン　飛鳥

	13：00～13：15
	分科会の説明

	13：15～14：45
	パネルディスカッション「地域からつくる保健福祉のしくみ」

	
	　コーディネーター：石毛　鍈子（ＮＰＯ法人市民がつくる政策調査会代表理事）

	
	　パネリスト：下村　笑子（札幌認知症の人と家族の会副会長）

	
	　　　　　　　　　　石井　郁子（横浜市福祉サービス協会・総合労働組合書記長）

	
	　　　　　　　　　　伊東　　寛（ＮＰＯ東京ケアネットワーク理事）

	14：45～15：00
	休　憩

	15：00～17：00
	フロアー討議

	17：00
	休　会


18日(土) 9：00～12：00　きょうさいサロン　飛鳥

	 9：00～12：00
	レポート発表とフロアー討議

	
	　①　自主レポート：｢『障害のある人の権利擁護に関する条例』づくりに向けて～すべての人びとが等しく価値ある存在として尊重される地域社会を創るために～｣

	
	　　　　　　　　　　北海道本部／社会福祉評議会

	
	　②　モデル単組：「外出支援ボランティアの取り組みについて」

	
	　　　　　　　　　　新潟県本部／三条市職員労働組合連合会

	
	　　　　　　助言者：石毛　鍈子（ＮＰＯ法人市民がつくる政策調査会代表理事）

	12：00
	閉　会


第Ⅱ－③分科会：地域からつくる保健福祉のしくみ

	テーマ
	保健福祉サービスにおける労働のあり方と市民参加

	特徴的な情勢
	　介護保険法や障害者自立支援法が施行され、保健・福祉をめぐる状況は大きく様変わりしつつある。加えて、効率性やコストのみを追求する市場原理主義が福祉の分野にも持ち込まれ、福祉サービスを提供する側、福祉サービスを受ける当事者側、いずれからも将来に対する不安の声は大きくなってきている。

　とりわけ、介護労働者などの人材が確保できないという状況は、危機的状況とも言える。

　地域の中で、安心して、安定した保健・福祉サービスが受けられるシステム（しくみ）をどう作っていくかが問われている。

	主要論点と実践課題
	　安心・安定の福祉社会の実現に向けて、

①　介護・保健・福祉を支える人材をどのように確保していくか。そのための労働のあり方はどうあるべきか。

②　地域福祉計画、介護福祉計画、障害者基本計画など市民の声が反映されたものとなっているか。

③　市民参加による安心の保健福祉のしくみをどのようにつくっていくか。

などについて、サービスを受ける当事者、サービス提供者、ＮＰＯ、行政、ボランティア等それぞれの立場からの意見交換や、実践報告を受けながら討論を深める。

	討 論 の 柱
	● 保健福祉サービスの担い手の確保

● 保健福祉サービスへの市民参加と行政の役割

● 保健福祉サービスへの利用者、当事者の参加
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